
Ａ．特定非営利活動に係わる事業

■ 空き家・空き地の有効な利活用など街なかの街づくりに関する構想・企画・提案・計画

実践に関する事業

１）からち（空地）に花を咲かせようパートⅢ　プロジェクト

　西部地区の空き地を春から秋まで借用し、花を咲かせることで街並みの改善と

住民の街づくり参加の機会づくりを目的とする。

　空き家、空き地が更新しない西部地区に於いて、土地所有者の理解と協力を得

て半年間空き地に花を咲かせる。

　プロジェクトメンバーと地域住民とワークショップを行い、空き地の修景とイメージ

を決定し、植栽工事を行う。完成後、見学会を開催しまちの魅力を発信出来ると考

える。植栽の維持には、地元の人々の協力とプロジェクトのメンバーで行う。

○具体的スケジュール（予定） 平成１８年 ５月～１１月

■ 街なかの魅力発見・魅力創造に関する事業

２）西部地区の歴史を語れる建物・敷地マップ作成　プロジェクト

　函館（西部地区）の観光案内やマップなどに掲載されていない、歴史的なスポットや

歴史とゆかりのある建物などを調査してオリジナルの「歴史を語れる建物・敷地マップ」

の作成を行う。

　今年度は、地域の人や函館の歴史に詳しい方からの聞き取り調査や勉強会や一般

市民にも参加できる、講演会等を行い、マップに取り上げる候補敷地や建物のしぼり

込みを行う。

■ 街なかについてのアンケート調査などによる情報収集、現地調査やまちづくり研究

に関する事業

３）函館市公民館及び公共施設の利活用促進計画　プロジェクト

　　はこだて街なかジャズコンサートの会場として使用した、函館市公民館や

市内の公共建物の利用促進計画を検討し、市民への情報発信を行う。

特定非営利活動法人はこだて街なかプロジェクト

平成１９年度事業計画（案）



■ 街なかの調査・研究結果、居住物件などの情報発信と情報交流に関する事業

４）西部地区空家・空地相談室　プロジェクト

　函館市が行っている西部地区空家・空地相談室が、空家・空地の利活用をより

円滑に行うために、毎週土曜日に地域交流まちづくりセンター１階インフォメーション

コーナーにて相談を受け付ける。はこだて街なかプロジェクトが相談業務の委託を

受けて行う。




